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よみがえれ手賀詔
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2002隼(平成1‘4年）

7.16広
報

17の

ロ

平成13年6月､月平均COD値8.7mg/@
採水場所？手賀沼公園沖

平成14年6月‘月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖8.7mg/@
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過
年
度
一
般
会
計
予
算
は
３
２
４

億
５
７
７
７
万
円
で
し
た
が
、
実
際

の
収
入
は
３
２
６
億
６
４
５
６
万
円
、

支
出
は
３
１
４
億
２
１
６
２
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額

は
哩
億
４
２
９
４
万
円
で
、
畔
年
度

予
算
に
繰
り
越
き
れ
ま
す
。

項
目
ご
と
の
金
額
と
前
年
度
と
の

対
比
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

前
の
年
度
に
比
べ
、
各
項
目
で
増

減
の
大
き
い
も
の
は
、
次
の
よ
う
な

理
由
で
す
。

地
方
交
付
税
（
７
．
５
％
減
）

地
方
交
付
税
の
し
く
み
の
一
部
変

▼表1一般会計予算の対前年度比較

一
般
会
平
成
Ｂ
年
度
予
算
の
執
行
状
況
：
侭

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
莞

幅
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

|…|増減率(%）収入 収

翅8
’ 179"891G万円

180臆2246万円市税

地方交付税

市慣

繰越金

交付金

国庫支出金

県支出金

肪糊側稔

使鯛‘手蝋

分担金‘負雌

地方譲与税

その他

繰入金

合計

議蕊
22E0061万円
13億1451万円
19"3602万円

19億0813万円

16"2020万円
14臆5618万円

10億8420万円
10E1449万円

8歴2891万円
8億4781万円

5"1208万円
5臆2678万円

4"3950万円
3"9978万円

3"3035万円
3億1729万円

3鱈2314万円
4癒1285万円

1臆0782万円
2臆6957万円

26臆6456万円

12"4605万円

-7.5％

+41.3％

+67,4％

＋1.5％

＋11.3％

＋6.9％

-2,2％

-28％

＋9.9％

＋4.1％

-21.7％

-60.0%

入

教
育
費
が
妬
・
７
％
増
に
市
債
（
借
金
）
の
現
在
高
は
減
少

’

計

更
に
伴
い
、
従
来
国
か
ら
配
分
き
れ

て
い
た
交
付
税
の
一
部
が
、
臨
時
財

政
対
策
債
と
い
う
地
方
債
に
振
り
替

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
減
。

繰
入
金
命
・
０
％
減
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
私
立
保

育
園
の
施
設
整
備
補
助
金
な
ど
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
狸
年
度
実
施
し

た
社
会
福
祉
事
業
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
、
喝
年
度
は
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
減
。

市
債
（
“
・
３
％
増
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
我

孫
子
中
学
校
用
地
の
取
得
な
ど
、
教

育
費
に
係
る
借
り
入
れ
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
増
。
、
支
‐
出
季

教
育
費
壼
・
７
％
増
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
、

納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
の
一
人

当
た
り
の
額
と
、
市
民
一
人
当
た
り

に
使
わ
れ
た
市
の
事
業
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

念
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
哩
万

９
０
３
９
人
で
算
出
）

差
額
は
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支

出
金
、
市
債
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
四
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
造
、

我
孫
子
中
学
校
用
地
の
買
収
な
ど
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
。

公
債
費
（
９
．
５
％
減
）

昭
和
釦
年
代
に
行
っ
た
小
・
中
学

校
の
校
舎
、
屋
内
運
動
場
、
プ
ー
ル

な
ど
の
建
設
や
市
道
整
備
な
ど
、
現

在
と
比
べ
て
高
い
利
率
の
市
債
の
償

還
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
減
。

、 市
民
の
負
担
額

弓藷溌:漂胃＋45％ 一人当たり

謝騨Ⅲ支出増減率(％）

日
、

68癒2189万円｜
/~千'.3％ 67億3492万円｜

､+35.7％61ｲ麓4032戸南I
45億2630万円

＋'､5%，52鱈2724万円
53{E0645万円

+39%|¥億4183万円
50I"3274万円

|-空鍾2127万円一
一9.5％ |31"1607万円

|27"6569万円
-3.1％

|28F5338万円

＋1.7％14應4349万円1
14"2000万円l

「
4C2079万円＋5.3％
3臆9959万円
S億8546万円

+0.3% 3億8443万円

2億8352万円
－2．9％2億9186万円､

}+5.5%:a#gg万円297臆9562万円

68通2189万円
67億3492万円 納税額

139,409円
鱸
獺
鵬
獺
朧
纐
鵬
機
織
鵬

50億S274B||円
48億4183万円

市
憧
は
、
一
時
に
多
額
の
経
費
を

必
要
と
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る

た
め
に
、
借
り
入
れ
る
借
金
で
す
。

債
務
負
担
は
、
事
業
が
数
年
度
に

渡
っ
て
鯉
極
す
る
場
合
に
、
将
来
に

渡
る
支
払
い
の
約
束
を
す
る
も
の
で

す
。

市
侭
現
在
高
と
僚
務
負
担
行
為
未

払
額
は
、
元
利
償
還
が
進
ん
だ
た
め
、

と
も
に
前
年
度
よ
り
減
額
に
な
っ
て

て
い
ま
す
。

市債｡債務負担の推移 市
債
・
債
務
負
担

日
314侭2162万円
297{E9562万円

’
十
Ｉ

臺
一
ロ

ヘ
ロ

水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
と
し
て

独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
年
度
の
資
本
的
支
出
の
主
な
内

容
は
、
久
寺
家
浄
水
場
電
気
計
装
更

新
工
事
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
な
ど
の

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
工
事
と
企
業

慨
の
返
済
な
ど
で
す
。

資
本
的
収
支
の
不
足
額
は
、
過
年

度
か
ら
の
内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
す
（
表
３
参
照
）
。

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や

手
賀
沼
浄
化
事
業
の
よ
う
に
特
定
事

業
を
行
う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区

別
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
設
け
る
会
計
で
す
衾
２
参
題
。

資
金
を
穂
み
立
て
、
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
基
金
の
Ｂ
年
度
末
現
在
の
植

立
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

9400万円

9200万円

6300万円

4600万円

1200万円

水
道
事
業
会
計

特
別
会

q

財政調藥墓全

清掃工場建設基金

減債基金

緑の基金

社会福祉事業基金

庁舎増築基金

18億0000万円

3億6300万円

3億0600万円

2億7600万円

2億4600万円

1億1000万円

成田線複線化整備基金

ふるさと手賀沼
ふれあい計画推進基金

スポーツ振興基金

国際交流基金

めるへん文庫基金

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

Ⅱ
Ｔ
ｌ

一
言
回 ※財政調整基金…年度間の財源の不均衡を調整するための積立金。

減債基金…市債の返済のための積立金。

13年度特別会計の状況▼表2

区分

老人保健

国民健康保険事業

収入額｜支出額
72億9658万円72億5223万円

71億0207万円67億9215万円

36億8285万円36億4279万円

33億2756万円32億1944万円
4億7881万円2億1324万円
1億3367万円1億2798万円

7801万円7789万円

220億9955万円213億2572万円

行
政
の
広
域
化
や
効
率
化
を
図

る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
市
町
村

合
併
が
あ
り
ま
す
。

国
は
、
住
民
の
日
常
生
活
圏
が

広
域
化
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応

や
、
財
政
状
況
の
悪
化
を
解
決
す

る
有
効
な
手
段
と
し
て
、
合
併
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

国
は
、
合
併
特
例
法
を
改
正
し

新
た
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
都
道
府
県
に
対
し
、
「
市

町
村
の
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の

考えて舎併I
公共下水道事業

介護保険
土地区画整理事業

手賀沼浄化事業
公共用地取得事業

計
合
口

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
県
は
、
「
千
葉

県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
要
綱
は
東
葛

飾
地
域
で
、
謂
市
・
沼
南
町
」

と
「
野
田
市
・
関
宿
町
」
の
結
び

つ
き
パ
タ
ー
ン
を
例
示
し
て
い
ま

す
。
合
併
は
、
我
孫
子
市
の
将
来
を

考
え
る
と
き
、
大
き
な
検
討
課
題

で
す
。合

併
の
是
非
は
、
「
市
民
生
活

や
地
域
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
向

上
す
る
か
？
」
の
視
点
で
検
討
さ

れ
、
最
終
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
自
主
的
な
判
断
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
今
後
、
合
併
に
関
す
る

ざ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
第
１
回
目
と
し

て
合
併
を
取
り
巻
く
動
向
や
、
こ

れ
ま
で
市
が
行
っ
て
き
た
こ
と
、

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

合
併
問
題
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
４
．
５
面
に
特
集
）

▼表313年度水道事業会計の状況
◎事業経営に係わる事業収支

要
綱
」

’
l
I

l

｜
’

を
策
定
す
る
よ
う
燈
等
し

●

◎水道施設建設に係わる資本的収支

’－6億9803万円

－

－

人 と烏 共存が 手賀し 沼を誇れるまち

(霧 市債現在高 債務負担行為未払額

13年度

12年度

11年度

202億1158万円

213億7270万円

218億9200万円

28億0782万円

28億3811万円

24億1300万円

水道事業収益

27億2540万円

水道事業費用

26億1847万円

差し引き

1億0693万円

資本的収入

1億7026万円

資本的支出

8億68

差し引き
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‐▼表1採用職種・受験資格
市
で
は
、
平
成
巧
年
４
月
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
表
１
の
職
種
に
つ
い
て
は
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

職
種
・
受
験
資
格
表
１
を
参
照

試
験
方
法
第
一
次
：
・
一
般
教
養
・

専
門
試
験
、
論
文
な
ど
（
職
種
に
よ

６
，
１
■
■
Ｂ
Ｖ
ｌ
９
１
Ⅱ
０
１
１
４
０
７
０
■
Ⅱ
７
１
１
１
７
１
Ⅱ
０
１
Ⅱ
１
９
０
，
１
７
６
０
１
６
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｒ
▽
り
０
ト
ー
’
１
１
Ｌ
’
ｊ
１
ｌ
１
ｊ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
４
Ｉ
１
ｌ
ｌ
●
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
Ｉ
１
Ｉ
‐
１
‐

鰯
職
員
書
募
亀
し
雲
す
？

市役所の 別
搾
で
女
性
職
員
禿
～
燗
歳
）
を
募
集

組織と主な仕事’

市役所は､皆さんの毎日のくらしに関係の深い仕事を行っています。

地方分権が本格化する中で､市役所の役割もますます大きくなっています。

市役所の組織と主な仕事は次のとおりです。
圃総務課内線232

（平成14年4月旧現在）

企画調整担当総合計画､広域行政､重要施策の総合調整､庁議

滕卿朧棚細順伽上↑圃調幣宝

財政担当予算の編成執行調整､地方交付税､市債

’二：薑：震’掘繰:繍革険驫鱒談編

匿駒藁識灘壜約ｪ”
総務部一

｡ 謹”市民部

り
異
な
り
ま
す
）
第
二
次
…
面
接

受
験
の
手
続
き
自
筆
の
試
験
申
込

書
（
総
務
課
、
各
支
所
に
用
意
）
に
、

上
半
身
無
帽
で
最
近
３
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
（
タ
テ
輻
、
×
ヨ
コ

弱
凹
を
貼
付
し
て
、
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所

▼表2女性職員の採用職種･受験資格
■

総
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

申
込
期
間
７
月
”
日
か
ら
８
月
過

日
（
消
印
有
効
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
試
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
Ａ
４
判
の
返
信
用
封
筒
（
１

２
０
円
切
手
を
貼
付
し
八
あ
て
先
と

※「民間企業等における職務経験｣には､民
間企業の従業員や公務員等として6カ月以
上継続して就業した期間が該当し、職務経
験が複数の場合は通算することができます。
※第2次試験合格者は､職務経験の確認のた
め、職歴証明書などが必要になります。

市民活動支援課荷混活動、NPO，自治会､近隣ｾﾝﾀー の整備

災害対策室賊

商工観光課商工業の振興､中小企業への融資観光､消費者保護

農政課農業の振興,農家の災害対策､市民農園

手賀沼課湖沼･河lllの保全､公害対策.鳥獣保護､狩猟

クリーソセソタ一廃棄物し尿の処理､資源の回収、ﾘｻｲｸﾙの描筐

交通整備課交通安全対策,自駈車駐車場､廿混パス

男女共同参画担当男女共同参画プﾗﾝの推進

福祉総合相談室福祉全般の相談､生活保護‘事業計画

一『一再一

今
回
は
、
通
常
の
採
用
と
は
別
に
、

女
性
に
限
定
し
た
募
集
を
行
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
で
は
、
職
場
で
も
男
女
平

等
を
確
立
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
市
役
所
の
”
代
半
ば
か
ら
“
代

半
ば
の
事
務
職
の
構
成
は
、
男
性
約

１
６
０
人
に
対
し
女
性
約
犯
人
と
、

女
性
が
極
端
に
少
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
格
差
を
少
し
で
も
解
消
し
、

ま
た
結
婚
な
ど
で
退
職
し
た
方
の
能

力
や
経
験
を
生
か
す
た
め
、
年
齢
を

区
切
り
女
性
を
採
用
す
る
も
の
で
す
。

職
種
・
受
験
資
格
表
２
を
参
照

未
書
き
で
希
望
の
職
種
を
明
記
）
を

同
封
し
て
総
務
課
へ

第
一
次
試
験
日
・
場
所
９
月
聖
日

（
且
、
白
山
中
学
校

蕊
性
一
職
員

（
託
～
妬
歳
）

環境生活部

竺
宋

策
対

護
対
病擁
化
犬
》
直

策
権
子
狂
宅
設

対
人
少
↑
住
灯
及
収
理
の

会
‐
、
所
営
路
普
全
徴
処
備

社
員
園
療
市
街
の
保
の
の
設

凹
齢
委
育
診
‐
‐
化
の
金
故
用

酬
高
生
保
日
導
計
洗
川
成
木
料
事
災

木
、
民
、
休
指
設
水
河
形
置
樹
道
水
画
防

手
祉
、
育
、
繕
・
‐
用
観
措
．
可
水
漏
企
、

‐
福
付
保
療
営
可
理
準
景
の
地
許
、
、
の
及

嘩
人
給
重
医
・
認
管
、
‐
物
緑
発
理
水
策
普
去
動

酔
眉
畑
阜
城
譜
諜
鵬
蠅
緬
騨
理
桶
柵
舶
獅
剛
鵬
諦

エ
健
者
庭
乳
の
・
の
用
反
管
蓋
理
営
墓
思
草
救

‐
保
害
家
、
計
道
画
路
利
道
持
協
管
運
の
災
雑
、

恥
人
障
子
健
設
市
計
水
地
‐
雑
前
営
理
防
防
、
助

個
老
，
母
保
の
‐
の
排
土
請
・
理
事
経
管
消
‐
防
救
〃

一
捌
職
鞘
州
鋤
鵬
椛
柵
祁
聯
稚
哩
神
鋼
細
榊
糊
柵
伽
鵬

佃
介
生
児
母
市
道
公
治
部
健
公
士
開
金
事
浄
事
典
消
消

王
課
課
課
一
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
課
署
言

癖
援
援
援
９
設
道
画
導
地
理
理
理

防
防

ロ
支
支
茂
り
建
路
水
計
指
緑
整
地
計
管
監
務
防
防
消
消

岬
護
活
育
健
設
水
市
築
園
画
営
術

畷
陛
嶬
僅
嶬
畷
松
嘩
倉
礁
噂
催
噌

部
部
部
局
防

祉

福
市設
道

健

保
建
都
水
消

給
与
年
齢
や
経
験
に
応
じ
て
支
給
‐

試
験
方
法
第
一
次
…
論
文
、
事
務

適
性
検
査
な
ど
第
二
次
。
：
面
接
一

受
験
の
手
続
き
自
筆
の
試
験
申
込

雪
（
総
務
課
、
各
支
所
に
用
意
）
に
、

上
半
身
無
帽
で
最
近
３
カ
月
以
内
に
｝

撮
影
し
た
写
真
（
タ
テ
輻
、
×
ヨ
コ
》

弱
哩
を
貼
付
し
て
、
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所

総
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
試
験
申
込
害
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
Ａ
４
判
の
返
信
用
封
筒
〈
１

２
０
円
切
手
を
貼
付
し
、
あ
て
先
と

朱
書
き
で
「
事
務
職
（
女
性
）
」
を

明
記
〉
を
同
封
し
て
総
務
課
へ
一

申
込
期
間
７
月
西
日
か
ら
８
月
釦
一

日
（
消
印
有
効
）
午
前
９
時
か
ら
午
｝

後
４
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

第
一
次
試
験
日
・
場
所
９
月
型
日

（
且
、
白
山
中
学
校

画
総
務
課
・
内
線
２
３
２

※
市
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
も
、
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

’
設
置
工
事
に
ご
協
力
を

、
天
王
台
駅
南
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
！
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
山
■

「
人
に
や
さ
し
い
駅
」
整
備
を
進
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
各
１
基
で
、
点
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

め
て
い
る
市
で
は
、
天
王
台
駅
南
口
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
と
音
声
誘
導
装
置
な
お
、
我
孫
子
駅
北
口
の
エ
ス
カ

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
整
備
し
ま
す
。
レ
ー
ダ
ー
整
備
は
、
今
年
度
に
実
施

－
を
設
置
し
ま
す
。

工
事
期
間
は
、
７
月
下
旬
か
ら
狸
設
計
を
行
い
、
来
年
度
に
工
事
得

設
置
す
る
昇
降
設
備
は
、
車
い
す
月
上
旬
の
予
定
で
す
。
利
用
者
の
皆
う
予
定
で
す
。

対
応
型
の
皿
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
圖
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

ｰ

捌鬮<臆きいべ&二I
K

J ノ

軸錘難鑑鵬制度

市
で
は
、
県
信
用
保
証
協
会
と
金

融
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
中

小
企
業
者
の
皆
ざ
ん
に
運
転
・
設
備

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
期
間
運
転
査
金
・
由
力
月
以

内
、
設
備
資
金
．
・
虫
力
月
以
内

利
子
補
給
運
転
査
金
…
年
利
１
．

５
％
、
設
備
査
金
…
年
利
１
．
８
％
、

大
型
店
進
出
対
策
資
金
：
・
年
利
３
％

以
内
（
信
用
保
証
料
は
大
型
店
進
出

対
策
資
金
を
除
き
免
除
）

固
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
５

ｊ
Ｂ
Ｊ
ｄ
８
０
１
５
■
１
１
１
０
０
１
‐
１
４
０
１
Ⅱ
Ⅱ
ａ
１
‐
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
臣

議会の運営､讓弱の調製請願陳情の受け付け

出納事務事業の篭

選獣名簿の調製･縦覧標区の設定､騨の執行
農地の縛り移転調整転用

議会事務局

監査委員会事務局

選挙管理委員会事務局

|蕊菫菫蕊

瘍臘蕊|鰡翻｡｡.”
蝿僅|生涯学習部一

｜嘆’鱸生涯学習ｾソター

教育蘋会の鮒､楯臓の整備維持管理

通報域の誰､就学斑学､学校保健学校給食
教育鮒､教職員の研修指導

鑿計画青少年の指導･教育

芸術文化の振興､文化財の保護

市史の編さん

ｽボー ﾂの振興､体育施設の整備、レクリエーション

事業計画､博物館の管理､資料の収集保管､調召珊

生涯学習施策の企画総合調整､事馨計画

学級$講座展示会､公民館の管理運営

図書の貸し出し、図書館の企画這営

▼融資の内容

虻； 民
書
館
館

※特別小口資金を除き連帯保証人が必要です。

職種

一般行政職

事務職

保育士

管理栄養士

看護師

消防士

採用
予定数

2人

4人

1人

1人

2人

受験資格

昭和42年4月2日以降に
生まれた方で、学歴は問
いません

昭和47年4月2日以降に
生まれた方で、資格を有
する方または平成15年3
月3旧までに資格を取得
見込みの方

昭和42年4月2日以降に
生まれた方で､資格を有
する方または平成15年3
月3旧までに資格を取得
見込みの方

昭和52年4月2日以降に
生まれた方で､学歴|燗
いません

職種

一般行政職

事務職

採用
予定数

2人

受験資格

民間企業等における職務
経験が5年以上の女性

種類

運転資金

設備資金

大型店進出
対策資金

特別小口
資金

運転資金

設備資金

運転資金

設備資金

融資限度額

1,500万円

2,000万円

1,000万円

2,000万円

1,250万円

融資利率(年）

12カ月以内…2.2％

13-36カ月‘･’2.7％

37-60カ月｡‘･2.9％

61-84カ月‘''3.1％
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「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

し
も
ふ
じ

の
原
作
が
、
下
藤
明
男
さ
ん
（
湖
北

台
在
住
）
の
「
北
へ
帰
る
の
を
忘
れ

た
白
鳥
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
母
親
と
な
っ
た
白

鳥
の
生
き
方
か
ら
、
自
然
の
大
切
さ

や
家
族
愛
の
強
さ
を
描
い
た
も
の
で
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
一
部
が
、

８
月
５
日
（
月
）
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

全
国
の
市
区
町
村
と
、
都
道
府
県

や
指
定
情
報
処
理
機
関
（
全
国
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
が
専
用
回
線
に
よ
る
ネ

層

．

側

吐

Ｆ

Ｍ

Ⅲ

ｌ

卜

Ⅱ

昨

小

‘

Ｕ

１

S月5日にスタート珂
躯
八
囑
謬
⑳
壜
憲
机
繼
團
鳥
」

あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
原
作
は

スタッフを募集

住民基本台帳
ネットワークｼｽﾃﾑ

対象飴監督､演出助手､美術､照明

技術者､音識術者衣装デザｲﾅー 、
道製作､演藷騨賭､グﾝｽ指導者、

歌唱撰者､演雛韓ほか

※ｽﾀｯﾌは雛です。

応募方法応募用紙(市役所､教青委員

会､アビスタ､湖上地区公民館､市民会

館市民プﾗサに用意､または市のホー

ムペー ヅからも可能)に必要事項を明記

し､11月30日(消印有効)までに〒270‐

1166我孫子1684教育委員会文化課へ郵

送または持参(選考により決定）

間教育委員会文化課窓7185-1151

の

ツ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
（
下
図
参
照
）
、

住
民
基
本
台
帳
の
本
人
確
認
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
基
本

台
帳
の
事
務
処
理
や
国
の
行
政
機
関

な
ど
へ
の
手
続
き
が
簡
素
化
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
丈

な
お
、
本
格
稼
働
は
平
成
巧
年
８

月
の
予
定
で
す
。

８
月
５
日
か
ら
、
国
や
県
へ
の
申

請
の
一
部
（
恩
給
な
ど
の
支
給
事
務
、

不
動
産
鑑
定
士
の
登
録
、
建
築
士
の

免
許
な
ど
）
に
つ
い
て
、
住
民
票
の

提
出
が
順
次
不
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
忘
年
８
月
か
ら
は
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
が

発
行
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
住
民

票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
簡
単
に

な
り
ま
す
。

豆

ｑ

■

４

１

１

０

、

‐

Ｆ

Ｉ

Ｊ

申
請
や
手
続
き
が
便
利
に
一

一

応
募
の
あ
っ
た
お
作
品
の
中
か
ら
審

査
委
員
会
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
作
品
か
ら
脚
本
を

制
作
し
、
哩
月
８
日
の
プ
レ
ビ
ュ
ー

（
概
要
説
明
会
）
で
発
表
し
ま
す
。

画
教
育
委
員
会
文
化
課
金
７
１
８

５
１
１
１
５
１

住
基
ネ
ッ
ト
で
取
り
扱
う
本
人
確

認
情
報
は
、
住
民
票
の
記
載
事
項
の

う
ち
次
の
６
項
目
で
す
。

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
性
別

④
住
所
⑤
住
民
票
コ
ー
ド
⑥
付

随
情
報
〈
変
更
年
月
日
・
理
由
）

◎
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

礦
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て
も
活
用

で
き
ま
す
。

闇
曇
言
，
ド
を
通
幽

本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
迅
速
か

つ
正
確
に
行
っ
た
め
、
住
民
票
コ
ー

ド
（
無
作
為
抽
出
の
皿
桁
の
番
号
）

が
住
民
票
に
記
載
き
れ
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
８
月
に
皆
ざ

ん
に
通
知
し
ま
す
。
番
号
は
、
住
所

や
氏
名
が
変
更
し
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
番

号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

’一
本
人
確
認
情
報
は
６
項
目

「
児
童
扶
養
手
当
」
を
受
け
て
い

る
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
世
帯
に
は
７
月
末
日
ま
で

に
届
け
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
き
い
。

届
け
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

２
年
以
上
届
け
出
が
な
い
と
、
手
当

児童扶養手当

現況届をお忘れなく

▼受け付けの日程
｜場所I日

を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。

日
程
。
場
所
左
表
を
参
照

持
参
①
現
況
届
②
児
童
扶
養
手

当
証
書
③
届
出
の
印
鑑
④
そ
の

他
の
必
要
書
類

調
詞
雪
吾
昌
の
変
更
は
す
ぐ
届
け
出
雪

資
格
が
な
く
な
っ
た
後
も
手
当
を

受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な
く
な
っ

た
翌
月
か
ら
の
手
当
を
全
額
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認

一
川
鍋
崎
Ⅷ
Ⅷ
州
榊

時
一
喝
旧
測
細
細
細
細

市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
た
め
、
３
つ
の
側
面

か
ら
保
護
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

制
度
面
…
提
供
す
る
情
報
を
本
人
確

認
情
報
に
限
定
、
提
供
先
と
利
用
目

的
を
限
定
、
民
間
の
利
用
禁
止
な
ど

個
人
情
報
の
保
護
は
厳
重
に

住民基本台帳ネットワークシステムの構成

’
8月1日(木)～9月2日（月）

8時30分-17時仕'眼日椴く）

X8月19日(月)-2旧{k)|$19時まで

子育て支援課

(西別館2階）

|つくし野支所'8月13日(火)9If30分-12時’
|保健ｾﾝﾀー8月13日(火)13時30分-16時
|湖北地区眠館'8月14日(水)9時30分-12時
|布佐支所'8月14日(水)13時30分-16時

定
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ｓ
月
１
日
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
罰

ｌ

Ｌ

主
な
変
更
点

◎
手
当
の
支
給
事
務
が
県
か
ら
市
に

◎
所
得
制
限
限
度
額
と
手
当
額
の
見

直
し

◎
所
得
の
範
囲
な
ど
の
見
直
し

①
児
童
の
父
か
ら
受
け
取
る
金
品
な

ど
も
所
得
と
し
て
取
り
扱
い

②
こ
れ
ま
で
収
入
か
ら
控
除
し
て
い

た
寡
婦
控
除
、
寡
婦
特
別
控
除
は
控

除
し
な
い
取
り
扱
い
に

③
特
別
障
害
者
控
除
額
が
詣
万
円
か

ら
和
万
円
に
引
き
上
げ

◎
今
回
の
変
更
で
手
当
額
が
減
っ
た

方
を
対
象
に
、
母
子
福
祉
資
金
貸
付

金
に
無
利
子
の
貸
付
制
度
を
創
設

※
変
更
内
容
の
詳
細
は
、
次
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

画
子
育
て
支
援
課
・
内
線
３
４
７

技
術
面
…
専
用
回
線
の
使
用
、
情
報
『

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

の
暗
号
化
、
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
な
ど

運
用
面
．
：
職
員
研
修
の
徹
底
、
秘
密

保
持
義
務
と
罰
則
規
定
な
ど

市
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
募
集
内
容
下
表
を
参
照
※
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ
※
落
選
者
は
、
１
年
間
ま
た
は
次
回

分
配
慮
し
な
が
ら
、
本
格
稼
動
に
向
一
入
居
資
格
①
市
内
に
在
住
・
在
勤
か
に
も
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
募
集
ま
で
補
欠
者
と
し
て
登
録
さ
れ

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
の
方
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
す
（
今
回
申
し
込
ん
だ
住
宅
の
み
）

圖
市
民
課
・
内
線
３
５
８

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
④
入
居
可
能
日
９
月
ｗ
旦
火
）
固
施
設
建
設
課
・
内
線
５
２
９

勘
当
誕
謂
彗
簾
鯛
漂
灘
灘
唖
霊
卿
孵
誠
牌
卿
孵
卿
僻
欄０

酋
篝
養
支
霊
、
“
．
、
”

湖
柵
州
馴
州
柵
州
柵
剛
州

悪
陰
訓
入
居
所
得
基
準
（
平
均
月
蓮

函
無
嚥
鯉
嬢
騨
春
鰡
騨
万
鴻
地
Ⅷ
縫
い
繩
潮
縦
湖
伽
嚇
鋤
批

》
撫

記
巨
由
）
０
０
円
以
下

肱
鯲
離
申
釜
昆
布
・
受
付
期
間
７
月
唖

《
は
帥
叶
刈
旦
火
）
か
ら
８
月
８
日
宋
）

順
墹
樵
七
提
出
書
類
①
市
営
住
宅
入
居
申
込
家
距
師
錨
“
旧
訓
扣
柏
１
Ｗ
は
り

／

墨
‐
剛
畳
ょ
織
繍
個

獣
翰
翰
跳
鎧

小
暮
根
古
屋
日
秀
燕
訓
戦

ト
た
な
生
壁
産
証
の
写
し
）
※
※
※

|’

、

「
あ
わ
て
る
な
は
や
る
心
に
ベ
ル
ト
締
め
」

夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
、
日
か
ら
８
月
沁
日
ま
で
、
い
ま
す
。
安
全
運
転
に
ご
協
力
を
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

子
ど
も
と
高
齢
者
の
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

交
通
事
故
防
止
大
切
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

夏
は
、
子
ど
も
の
気
が
ゆ
る
み
が
た
め
、
必
ず
着
用
を
。
市
で
は
、
チ

ち
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増
え
て
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
レ
ン
タ
ル
も
行

~

子ども縮を交通事故から守ろう

ちびっこ
交通安全大会

募集戸数
タイプ

建築
年度

名称 家賃月額 所在地 交通

1戸
3DI<

畳．6畳
畳･DK)

22,700円
1

37,600円

我孫子駅から

徒歩15分

栄9-17

404

昭和

56年
栄
６
６
１

1戸
3DI<

畳・6畳‘
,､5畳･DK

高野山
537-1

5-201

26,600円
1

44,000円

平成

4年

天王台駅から

徒歩15分
小
暮 ６
４
１

）

国
宜
〔
Ｕ

Ｏ
Ｍ
Ｋ
ｍ

Ｆ
椰
鄙
鎧

ｌ

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
交
通
整

備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
・
飲
酒

運
転
な
ど
危
険
な
運
転
の
防
止

夏
は
交
通
量
が
増
え
、
事
故
が
多

い
季
節
。
無
理
な
追
い
越
し
な
ど
、

危
険
な
運
転
は
大
事
故
の
原
因
。

固
我
孫
子
警
察
署
霊
７
１
８
２
１

０
１
１
０
、
交
通
整
備
課
・
内
線
３

３
０

１

日
時
。
場
所
７
月
加
日
（
祝
）
午
後

２
時
開
演
、
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
容
＊
交
通
安
全
劇
「
犬
の
お
ま

わ
り
さ
ん
と
横
断
歩
道
」
（
劇
団
ピ

ッ
カ
リ
座
）
＊
歌
の
お
姉
さ
ん
の

シ
ョ
ー
＊
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

定
員
先
着
１
０
０
０
人

申
し
込
み
不
要
（
直
接
会
場
へ
）

※
哩
色
カ
ラ
ー
ペ
ン
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り

画
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

中峠
2998

3-203

根
古
屋

18,800円
1

31,200円

ま
す
（
今
回
申
し
込
ん
だ
住
宅
の
み
）
。

湖北駅から

徒歩15分

昭和

63年６
４
１

）

田
宜５
１

戸
Ｋ
４
Ｋ
６
Ｏ

１
１
ｑ
Ｊ
田
宜
田
宜

６
３
１

＝

日秀
132

2-101

10,100円
1

16,800円

湖北駅から

徒歩20分

昭和

46年

日
秀
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国
は
平
成
皿
年
７
月
、
「
市
町
村

合
併
特
例
筐
を
改
正
し
、
市
町
村

が
期
限
内
行
年
３
月
幻
日
ま
き

に
合
併
し
た
場
合
、
ざ
ま
ざ
ま
な
優

遇
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。＊

普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
・
・
・
合

併
に
よ
っ
て
経
費
が
節
約
き
れ
る
と
、

普
通
交
付
税
額
は
合
併
前
に
比
べ
て

少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
合
併
当
初
か
ら
急
激
に
普

通
交
付
税
が
減
少
し
な
い
よ
う
、
最

普通交付税額の算定の特例措置（合併算定替）

合併10年15年16年以降

一 一 考
え

舗飛繊瀧

蝿国噸
初
の
、
年
間
は
、
合
併
前
の
旧
市
町

村
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
額
の
合
算
額

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
後

の
５
年
で
段
階
的
に
減
額
し
て
い
き

ま
す
。
（
左
図
参
題

＊
合
併
特
例
債
（
合
併
後
、
年
間
）

：
・
起
債
は
、
市
の
借
金
に
あ
た
る
も

の
で
す
が
、
借
り
入
れ
る
に
は
国
の

許
可
が
必
要
で
す
。
限
度
額
は
、
我

孫
子
市
・
柏
市
・
沼
南
町
が
合
併
し

た
場
合
の
試
算
で
す
。

①
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建

設
事
業
に
対
す
る
起
債
．
・
・
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
く
特
に
必
要
な
事
業
の

経
費
に
充
て
る
た
め
、
合
併
特
例
俵

と
し
て
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
限
度
額
一
約
５
４
６
億
３
０

０
０
万
円
）

②
新
市
振
興
の
た
め
の
基
金
造
成
に

対
す
る
起
債
．
：
旧
市
町
単
位
の
地
域

振
興
・
住
民
の
一
体
感
醸
成
の
た
め

型
戸

型
一
新
市
普
通
交
付
税

て
み
よ
う
▼
．
市
町
村

新市における普通交付税

1，

露

|
|il,

’

交
付
税
ゴ ヨ

に
行
う
事
業
の
基
金
造
成
に
充
て
る

た
め
、
特
例
地
方
債
と
し
て
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
限
度

額
》
韮
億
円
）

＊
合
併
直
後
の
臨
時
的
経
萱
に
か
か

る
財
政
措
置
…
合
併
後
に
お
け
る
行

政
の
一
体
化
に
要
す
る
経
費
等
に
対

す
る
措
置
で
す
。
（
限
度
額
は
５
年

間
合
計
犯
億
円
で
、
通
常
の
普
通
交

付
税
に
上
乗
せ
）

こ
の
ほ
か
、
合
併
移
行
経
費
に
対

す
る
特
別
交
付
税
に
よ
る
措
置
や
合

併
準
備
の
た
め
の
補
助
な
ど
の
支
援

策
も
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、
哩
年
廻
月
に
「
千

葉
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」
を
策

定
し
、
合
併
を
検
討
す
る
際
の
参
考

や
目
安
と
す
る
た
め
、
市
町
村
の

「
お
の
結
び
つ
き
パ
タ
ー
ン
」
を
例

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
我
孫
子
市
は

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

県
は
「
行
財
政
の
効
率
性
か
ら
見

た
場
合
、
お
お
む
ね
人
口
、
万
人
以

上
の
市
町
村
規
模
が
効
率
的
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ
、

「
東
京
と
の
関
わ
り
が
強
く
、
人
口

規
模
の
大
き
い
千
葉
・
東
葛
飾
地
域

の
市
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
あ
る

程
度
行
財
政
基
盤
が
充
実
し
て
い
る

県の勤書

こ
と
か
ら
、
市
町
村
の
『
結
び
つ
き

パ
タ
ー
ン
』
は
原
則
と
し
て
例
示
し

な
い
」
「
こ
れ
ら
の
都
市
に
つ
い
て

は
、
一
層
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
た
自
主
的
な
取
り
組
み
が
期
待

さ
れ
る
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
東
葛
飾
北
部
地
域
で
は
、

「
柏
市
・
沼
南
町
」
と
「
野
田
市
・

関
宿
町
」
の
結
び
つ
き
パ
タ
ー
ン
だ

け
が
示
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
は
Ｂ
年
７
月
に
、
市
町

村
合
併
支
援
本
部
を
設
置
し
、
合
併

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
の
あ
っ

た
市
町
村
に
派
遣
す
る
な
ど
、
合
併

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

東
薑
中
部
地
区
綜
合
開
発
協
議
会
で

基
礎
資
料
を
作
成

逼
年
７
月
か
ら
叫
年
２
月
ま
で
、

我
孫
子
市
、
柏
市
、
流
山
市
、
沼
南

町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
東
葛
中
部
地

区
綜
合
開
発
協
議
会
の
研
究
会
で
、

市
町
村
合
併
を
検
討
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

流
山
市
か
ら
「
３
市
１
町
で
の
合
併

は
考
え
ら
れ
な
ど
と
の
意
向
が
表

明
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
協
議
会
で
の

合
併
の
研
究
は
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
作
成
さ
れ
た
査
料
は
、
市

祁卿職溌).000

そる

'約

の
行
政
情
報
資
料
室
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町
ま
ち
づ

く
り
研
究
会

市
は
叫
年
４
月
、
手
賀
沼
を
囲
む

柏
市
、
沼
南
町
と
共
同
で
「
柏
市
・

我
孫
子
市
・
沼
南
町
ま
ち
づ
く
り
研

究
〈
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
市
町
の
現
在
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
と
主
要
事
業
の
整

理
、
行
政
水
準
の
比
較
検
討
や
広
域

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
抽
出
、
広

域
的
な
将
来
都
市
像
の
検
討
な
ど
の

研
究
を
進
め
、
ｍ
月
ま
で
に
結
果
を

ま
と
め
る
予
定
で
す
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
我
孫
子
市
独
自
の
視
点
か
ら

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

東葛飾北部地域
一東葛市町広域行政連絡協議会

このエリアで合併した場合、政令指定
都市の要件を満たします。

県並み
をいく

政令指定都市には、ほぼ都道府

の事務権限が移譲されます。市内

つかの行政区に分け

きます。

各区に区役所を置

ﾉ合’’ 検
証
し
て
い
き
ま
す
。

東
葛
市
町
広
域
行
政
連
絡
協
議
会
に

広
域
行
政
研
究
会
を
設
置

東
葛
市
町
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

は
、
８
市
町
（
我
孫
子
市
、
松
戸
市
、

柏
市
、
野
田
市
、
流
山
市
、
鎌
ケ
谷

市
、
沼
南
町
、
関
宿
町
）
で
組
織
さ

れ
、
広
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

同
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
広
域
行

政
研
究
会
で
は
、
合
併
特
例
法
の
期

限
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
合
併
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
市
町
村
合
併
の
動
向
、
東
葛

飾
地
域
に
お
け
る
広
域
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
検
討
、
今
後
の
課
題
の
整
理

な
ど
基
礎
的
な
調
査
研
究
を
行
い
、

核市の

ど一部

性の強

定都市
せん。

計画」
大臣へ

巧
年
２
月
ま
で
に
結
果
を
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

こ
の
地
域
の
人
口
は
約
１
３
７
万

人
で
す
。
合
併
す
れ
ば
全
国
で
７
番

目
、
首
都
圏
で
は
横
浜
市
に
次
い
で

２
番
目
の
人
口
規
模
に
な
り
、
政
令

指
定
都
市
の
要
件
を
満
た
し
ま
す
。

‐
１
０
．
・
’
０
．
０
１
．
．
１
０
．
１
０
．
０
１
．
０
１
．
‐
ロ
ー
・
・
１
０
鍋

こ
れ
ら
の
研
究
会
は
、
合
併
す
る

昭和の犬合併で
現在の我孫子の姿に
現在の我孫子市は、昭和30年前後に全国的に行

われた「昭和の大合併」によって、昭和30年4月

29日、我孫子町、湖北村、布佐町が合併して誕生

しました（合併当時は我孫子町)。その後、昭和

45年7月1日に単独で市制施行しました。

合併してから50年近くが過ぎ、合併した当時約

25,000人だった人□は、平成12年の国勢調査で

は､､127,733人と5倍に増えました。全国で168

番目に多くの人口を抱える市となっています。

東葛飾北部地域も同様に、「昭和の大合併」によ

って、ほぼ現在の8市町（我孫子市、松戸市、柏

市、野田市、流山市、鎌ケ谷市、沼南町、関宿町）

の姿になりました。

は

合
併
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

合
併
協
議
会
で
の
合
意
や
市
議
会
・

県
議
会
で
の
議
決
な
ど
が
必
要
で
す
。

合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
お

お
む
ね
璽
力
月
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
（
左
図
参
題

こ
の
た
め
、
「
市
町
村
合
併
特
例

筐
の
優
遇
制
度
を
活
用
し
た
合
併

を
す
る
に
は
、
巧
年
３
月
ま
で
に
合

併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
、
市
議
会

の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
合
併
協
議
会
に
参
加
す
る
か

否
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、

各
市
町
が
合
併
問
題
に
関
す
る
共
通

認
識
を
深
め
、
検
討
し
て
い
く
た
め

に
設
置
き
れ
た
も
の
で
丈

研
究
の
結
果
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

開
し
て
い
き
ま
す
。

1『出

．
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市
町
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

状
況
に
応
じ
て
、
独
自
の
制
度
等
を

設
け
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

い
ま
す
。

我
孫
子
市
に
は
、
左
に
示
し
た
よ

う
に
、
柏
市
や
沼
南
町
な
ど
で
は
行

わ
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
独
自
の
制

度
・
施
策
が
あ
り
、
公
共
料
金
や
各

種
手
数
料
、
財
政
状
況
な
ど
も
各

市
・
町
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
、
重

要
な
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。 一一一一

我孫子市独自の制度等(主なもの）
よる二次判定で是正しています。

介護保険のサービス利用への助成･在宅サ

ービスが利用限度額を超えた場合、全額自

己負担でなく、2分の1を補助します。

知的障害者へのガイドヘルバー（外出時の

付き添い）派遣…身体障害だけでなく、知

的障害者にもガイドヘルパーを派遣してい

ます。

ママへルプサービスー家事・育児の支援を

必要とする産後4週間以内の母親に、保健

センターからママヘルパーを派遣し、産後

の生活を支援しています。

高齢者インフルエンザ予防接種助成…痴ほ

う性などの高齢者がインフルエンザ予防接

種を受けた場合、負担の軽減を図ります。

市民手づくり公園事業…街区公園を対象に、

地域住民が自ら設計して行う公園づくり活

動を推進しています。

手賀沼沿い斜面林保全条例･･良好な手賀沼

の自然環境を目指して条例を制定。特に重

要な保全特別樹林は、地権者と10年間の

保全契約を結び、維持が困難なときは市に

買取りの申し出もできます。

市単独補助金の公募･･市の補助金を、前例

や既得権にとらわれず市民団体ならだれで

も応募できる公募制とし、その審査は市

民・学識経験者による検討委員会で行って

います。

ボランティア･市民活動サポートセンター

…市民企業・行政との協働のまちづくり

を推進するため、サポートセンターを設置

して、市民活動を支援しています。

保育園の待機児童「ゼロ」．.･保育園整備計

画により定員増を図り、待機児童「ゼロ」

を実現しています。

病児保育病気回復期で集団保育が困難な

乳幼児を、病院と連携して専門の場所で保

育します。

学童保育…小学校13校すべてに市立の学

童保育室があり、午後7時まで保育します。

男女共同参画都市宣言･･平成13年6月に、

県下初の宣言を行い、積極的な取り組みを

進めています。

痴ほう性高齢者に対する介護認定･コンピ

ュータによる一次判定の介護度が低くでる

傾向のため、独自指針を設けて、審査会に

平成12年度決算から見た各市町の財政状調

’

住民1人当たりの
財政調整基金（円）

住民1人当たりに

使われた費用（円）

！，
厩夛］

司12，5

I

’
我孫子市

柏市

沼南町

我孫子市

柏市

沼南町

10

223,910

－－T－
252，811

－－丁－
287，793
~一一一ーT一一

’

１
１ ’

19."20

00015,000201501000200,000250,000300,000

※1人当たりに使われた市・町の事
業や市・町民サービスの費用です。
13年度への繰り越し分は除いていま
す。

※財政調整基金は、年度間の財
不均衡を調整するために設けら
市や町の蓄えです。

住民1人当たりの

債務負担行為未払額（・便
住民1人当たりの借金

地方債現在高（円）

上
下

コェ｡卜‘
130,020

|■■|1651,702

316，945

288，633

’

』
我孫子市

柏市

沼南町

孫子市

柏市

沼南町

10

各市町の比較
▼職員数 単位:人▼国保税(料)率 １

７
日
Ⅱ
Ⅱ
０
凸
口
Ｉ 雪36

00050,00090，00013

※債務負担行為は、数年度にわ
建設工事等、将来的な財政支出
束を予算に定めておくものです

100,000150,000200,000250,000300,000

※地方債は、一時に多額の経費を必
要とする事業の財源に充てるために
借り入れるお金でいわゆる地方自治
体の借金です。

※限度額は、各市町とも53万円※各年とも4月1日現在

▼税の比較

法人市民税（法人税割の税率）
14．7％、12．3％

14．7％、13．5％、12．3％

12．3％ 議零
個人市民税（均等割）

2,500円
2,500円

2,000門

市町村合併までの流れ

合併協議会 市町村 県 園
※個人市民税の所得割の税率は､全国どの市町村も同じ｡均等割額は人口50万人を超えると3,000円
※法人市民税の12.3%は標準税率､14霞7%は制限税率
※事業所税は人口30万人を超えると課税

▼水道料金単位：円

｜
言

合併についての話し合い、

合併検討等の合意
合併重点支援地域の指定

難灘艤艦合併協議会設置合意
●

’
※－段家庭の1カ月当たりの平均使用水量20ni，
設置量水器口径20mmの場合(消費税込み）

▼手数料の比較
■

納税・公課証明

1枚200円

1枚300円

1枚300円

童
亘明証録彗畢禮

円
円
円

、
０
０
０

０
０
０

嶢
惣
塞
懲

の
１
１
１

籍戸票民住 合併協議会設置の
議会の議決我孫子市

柏市

沼清町

一一一・一・一一1
1合併協議会協議I
LL]塑融一」 合併協謂会設置について

知廟への届け出受理
合併協調会設置の届け出

市町村建股g↑画案

（将来栂想）および
財政計画案
の策定・公表、合併
是非も酷脳

▼保育料 単位：円 合併協議
第1期

6カ月
我孫子市柏市沼南町

3赫離'3歳児'4削上児3鯨餓'3歳児'4削上児3赫識'3歳児'4劔上児｜
･罰。nnl4n｡,､,､|4r,｡r,,､,､罰の､八|令、,､nnl4-,｡nn"r,｡｡r,1割ヲ,,｡nl削ヲ,,｡nl

｢市町村建設計画」
について協議・回答、
送付受理

住民説明会
協定項目協醗および
市町村建股計画策定
①合併の方式
②合併期日
③新市町村の名称
④廓務所の股立
⑤各種率務砺業の取
り扱いなど

両親の所得税額の合
計が33,000円の世帯 21,30019,300 19,00017,30019,88017,43019,30021,300 17,430

合併協議
第Ⅱ期

8カ月 ｢市町村篭
について織
の送付受理

両親の所得税額の合
計が650,000円.の世帯 '25”’

'一一一’
56,10025,900 54,60027,25023,67021,60059,00027,60022,700

合併協定書の鬮印･締結
※我孫子市において適用の多い2つの階層で比較
※税額は住宅取得控除等の税額控除御る前の金額 合併の議会の識決

市
の
根
幹
に
か
か
わ
り
、
市
民
の

生
活
基
盤
の
変
容
に
つ
な
が
る
市
町

村
合
併
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ざ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
表
自
主
的
に

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
玄

本
市
の
合
併
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
市
役
所
企

画
調
整
担
当
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

意
見
送
付
先
。
画
〒
２
７
０
１
１

１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
企

画
調
整
担
当
・
内
線
２
２
５
函
７
１

８
３
１
０
０
６
６
Ｅ
メ
ー
ル
理
弓
里

。
ａ
ご
・
書
房
。
ｂ
言
ご
苧
言

知事へ合併の申請 合併申請書の受理

市の廃置分合が行われる場
総務大臣と協議・同意ご譲書

締ゼ<繊灘I

－

I

I

L

I
県議会の諏決
知事の合併の決定定

知事から総務大臣へ合併届’

互恵
ーd■■■ー1■■■1■■■

１
１ １

Ｊ
一

月
一
カ
ー
空
一
↑

子

一
室
ロ

合
口

■
■
■
■
■

’
市町村合併に関する国・県の支援や動向などについて、インターネット

でご覧いただけます。

＊千葉県ホームベージhttp://www.pref.chiba.jp/

*総務省の合併相談コーナーのホームベージhttp://www.mhagojp/gapel/index｡html
』

所得割

資産割

均等割

平等割

我孫子市
7.40％

｡00％

16,800円

12,000円

柏市
7.86％

■■■■■■

14,700円

12,000円

沼南町
7.90％

35.70％

18,500円
17，000円

市。町名
人口

14年度
13年度

12年度

我孫子市
129,039

1,049

1‘061

1,“5

柏市
326,097

2,557

2,566

2,585

沼南町
46,134
418

422

421

我孫子市

2,971

柏市

2,562

沼南町

3,“2

合併

準備期
6カ月

合併準備作業
①晒算システム
②人砺・組織体制
③条例･鍬ﾘ等の改正
④住民相談
⑤移転など
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一
日
舞
・
新
舞
！
踊

元
周
年
記
念
友
の
会
発
表
会

第
２
回
手
賀
沼
演
劇
祭

日
８
月
ｕ
日
（
日
）
哩
時
犯
分
開
場
、

追
時
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館

出
我
孫
子
市
や
栄
町
の
ア
マ
チ
ュ

ア
劇
団
、
布
佐
高
校
演
劇
部

蜜
１
０
０
０
円

問
手
賀
沼
演
劇
祭
実
行
委
員
会
・

小
池
壷
７
１
８
８
１
９
６
２
３

日
７
月
調
日
（
旦
皿
時
開
演

所
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

※
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

間
竹
内
容
７
１
８
８
１
８
９
２
９

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

で
か
け
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
み
ま
せ
ん
か

日
。
所
７
月
幻
日
（
土
）
嘔
時
～
即

時
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
公
連
苑

（
日
秀
２
０
８
）
〈
雨
天
実
施
〉

内
盆
踊
り
、
模
擬
店
ほ
か

※
当
日
の
高
齢
者
誘
導
な
ど
の
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
築

問
回
雲
７
１
８
７
１
３
１
４
１

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

曰
。
所
７
月
加
日
（
土
）
９
時
～
画

時
、
下
総
航
空
基
地
（
沼
南
虹

内
各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
航
空
機
展

示
、
消
防
車
試
乗
、
各
種
体
験
教
室
、

ち
び
ヤ
ン
カ
レ
ー
ほ
か

※
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
不
可

間
下
総
教
育
航
空
群
広
報
室
壷
７

１
９
１
１
２
５
０
１

日
：
．
日
時
、
所
。
：
場
所
、

久
遠
苑
納
涼
大
会

昨
祁
夕
。
Ｊ
、
言
い
著
聞
Ｌ
了
し
目
，
手
賀
沼
船
上
見
学
会

８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１

参
加
し
て
蕊
瀧
簔
蕊
蕊
差
》
｜

み
ま
せ
ん
か
》
止
語
霊
人
（
参
加
無
料
）
所
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
ほ
か

〈
１
泊
２
日
〉

夏
休
み
工
作
教
室
申
電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
３
内
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ャ
ー
、
車
い

お
も
ち
や
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
２
９

す
・
手
話
体
験
ほ
か

日
・
所
７
月
幻
旦
土
）
９
時
弛
分
芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
対
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
生
、

～
ｎ
時
加
分
、
ア
ビ
ス
タ

～
第
３
回
花
の
広
場
～

先
着
犯
人

内
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
楽
し
き
い
る
か
ら
イ
メ
ー
ジ
き
れ
る
花
賛
３
５
０
Ｏ
円

く
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

で
雨
け
ば
な
」
を
行
い
ま
す
。
申
電
話
で
７
月
亜
日
ま
で
に
、
サ

対
小
・
中
学
生
（
親
子
も
豆
、
曰
・
所
８
月
３
日
王
而
時
犯
分
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
５
１
５

先
着
“
人
～
ｎ
時
犯
分
、
ア
ビ
ス
タ
こ
う
ほ
２
３
３

蜜
一
人
２
０
０
円
蒜
猛
壽
猪
塁
琴
ん
、
蕾
嘉
善
笙
呈
の
客
キ
ャ
ン
プ
フ

す
い
こ
う

持
セ
ロ
テ
ー
プ
、
は
さ
み
、
筆
記
さ
ん
、
若
林
翠
幸
ざ
ん
ア
イ
ヤ
ー
、
車
い
す
・
手
話
体
駿
福

用
具
、
木
工
ボ
ン
ド

対
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
の
お
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど

申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
垂
子
さ
ん
と
保
護
者
、
喧
組
釦
人
語
で
の
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
、

７
１
８
２
１
０
５
１
１

子
さ
ん
だ
け
の
参
加
も
可
）
企
画
運
営
相
談
役
保
健
係
な
ど
を

手
賀
沼
探
検
隊
輩
趣
諏
鶏
雛
‐
硫
講
蕊
賎
議
蝉
痙

日
。
所
８
月
１
日
（
木
而
時
鳥
の
ル
で
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
学
校
名
、
０
０
０
巴
詳
し
く
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ

博
物
館
集
合
、
加
時
知
分
解
散
予
定
電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月
配
日
ン
タ
ー
垂
７
１
８
５
１
５
２
３
３
へ

（
雨
天
実
施
）

内
妻
塞
星
、
ア
ピ
ス
″
蕊
寒
篭
蟄
副
臺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
薑

見
学
、
皮
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
ほ
か
文
化
課
云
７
１
８
５
１
１
１
５
１
唖
日
８
月
８
旦
木
）
～
皿
旦
旦
９

対
市
内
の
小
・
中
学
生
、
先
着
”
７
１
８
２
１
５
８
６
７
Ｅ
メ
ー
ル
時
犯
分
～
画
時
（
全
４
且

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
言
弓
冨
。
。
ご
・
号
一
百
・
・
三
富
・
言
所
市
民
会
館
、
福
祉
施
設

持
帽
子
、
弁
当
水
筒
筆
記
用
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
内
車
い
す
操
作
や
手
話
体
験
ほ
か

具
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
ほ
か
対
高
校
生
、
先
着
卯
人

盲
人
卓
球

費
５
０
０
円
日
。
所
７
月
四
日
、
８
月
２
日
い
蟹
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ず
れ
も
金
曜
日
喝
時
～
巧
時
、
身
体
申
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
霊

梅
谷
云
０
９
０
１
７
８
２
２
１
１
４
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
霊
用
無
料
）
７
１
８
５
１
５
２
３
３

７
０
へ
対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

親
と
子
の
手
襄
船
上
学
習
会
霊
お
溌
縣
賎
蕊
關
鮴
日
．
所
８
月
ｎ
日
（
日
）
９
時
雰

日
第
１
回
：
８
月
”
日
王
）
、
第
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
～
”
時
、
市
民
会
館

２
回
・
由
旦
旦
い
ず
れ
も
、
時
～
８
１
０
１
４
１
窪
迎
バ
ス
あ
り
）
内
活
動
内
容
の
紹
介
、
障
害
児
者

遍
時
と
の
交
流
ほ
か

所
手
賀
沼
親
水
広
場
（
参
恕
避
ご
っ
こ
ひ
ろ
ば

対
高
校
生
以
上
の
方
、
先
着
知
人

内
手
賀
沼
の
自
然
や
水
質
を
学
ぶ
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ボ
ー
ル
で
遊
び
ま
愛
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
…
賓
用
、
申

対
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年

生
の
親
子
、
各
回
犯
人

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

手
賀
沼
親
水
広
場
垂
７
１
８
４
１
０

５
５
５
へ

し
よ
う
。
育
児
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
・
所
７
月
皿
日
（
日
）
、
時
～
哩

時
、
湖
北
台
中
央
公
園
（
参
加
無
料
）

対
０
歳
児
～
幼
児
と
そ
の
保
護
者

問
社
会
福
祉
協
議
会
壷
７
１
８
４

１
１
５
３
９

ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
で
開
催
さ
れ

る
「
第
娼
回
世
界
子
ど
も
の
祭
典
」

に
出
展
す
る
寄
せ
書
き
の
絵
（
３
ｍ

×
５
巴
を
描
き
ま
す
。

日
・
所
７
月
爽
日
（
金
）
、
時
～
お

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

対
幼
児
～
高
校
生

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
ご
参
加
を

持
弁
当
、
絵
の
具
筆

問
田
渕
云
０
７
０
１
６
６
４
５
１

１
１
０
５
ふ
れ
あ
い
工
房

夏
休
み
子
ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

◎
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
作
り

日
８
月
３
日
、
”
日
い
ず
れ
も
土

曜
日
、
時
～
廻
時

対
各
日
と
も
小
学
生
先
着
５
人

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
２
枚

蓑
３
０
０
円

◎
お
し
ゃ
れ
教
室
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
と

毛
糸
で
遊
ぼ
う
）

日
８
月
７
日
（
水
）
午
前
の
部
：

９
時
犯
分
～
廻
時
午
後
の
部
・
由

時
～
喧
時
如
分

対
各
部
と
も
小
学
生
先
着
、
入

費
３
０
０
円

◎
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

日
８
月
８
日
（
木
）
、
ｍ
日
（
土
）
い

ず
れ
も
、
時
１
砕
時

対
各
日
と
も
小
学
生
先
着
、
人

持
水
性
絵
の
具
、
筆
、
弁
当

費
６
０
０
円

申
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
垂

７
１
８
５
１
５
２
３
３

申
い
ず
れ
も
８
月
１
日
９
時
か
ら
日
８
月
５
旦
旦
・
６
旦
火
扇
ず

電
話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
運
営
協
議
会
れ
も
９
時
～
遍
時

壷
７
１
８
６
１
５
５
０
０

所
県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
県
千
葉
（
久
寺
家
６
８
４
１
１
）

～
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
内
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
、
人
面
面
の
読
め

日
。
所
①
７
月
王
日
釜
汚
時
～
る
方
）
エ
ク
セ
ル
入
門
喧
人
応
募

加
時
、
県
庁
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

②
７
月
”
日
（
月
汚
時
～
加
時
、
東
葛
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
県

飾
合
同
庁
舎
６
階
（
参
加
無
料
）
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
セ
ン
タ
ー

内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
連
事
業
に
つ
い
て
の
霊
７
１
８
４
１
６
４
１
１

申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
で
す
）
、
問
…
問
い

あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り

～
み
ん
な
で
絵
を
描
こ
う
～

中
間
報
告
骨
子
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
○

関
連
事
業
に
つ
い
て
ほ
か

対
Ｎ
Ｐ
○
、
県
民
、
市
町
村
職
員
、

県
職
員
、
各
会
場
先
着
１
０
０
人

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

県
Ｎ
Ｐ
○
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ

ィ
ス
垂
０
４
３
１
２
２
３
１
４
１
３

３
へ初

心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

内
左
表
参
照

申
・
所
第
２
．
３
木
曜
日
を
除
く

毎
日
、
時
～
四
時
市
民
ブ
ラ
ザ
壷

７
１
８
３
１
２
１
１
１

※
受
講
者
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き

パ
ソ
コ
ン
開
放
時
間
を
、
受
講
料
入

金
後
６
カ
月
間
利
用
で
き
ま
す
。

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
設
置

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
授
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

’
無
濟
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
。
エ
ク
セ
ル
入
門

■
■
■
ｇ
■
■
Ⅱ
■
１
４
１
１
１
１
１
１
１

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
３
日
■
８
８
■
■
■
０
０
４
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
１
ｌ
ｑ
ｌ
：
１
１
１
１
１
１

第
２
期
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

み
不
要
で
す
）
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、

〆

亀‘，雪
験教室

て作るの。、
日時･内容1回目…8月24日(土)･25日

(日)竹の切出し、窯入れ､3旧(土)窯出し
2回目9月7日(土)・8日(日)竹の切出し、

窯入れ、14日(土)窯出し

集合場所｡時間市役所正面玄関、午後1

時30分

対象｡定員市内在住,在学の小学校4年

生から中学校3年生.各回先着20人

参加費800円(保護者'000剛が．
申し込み。間ハガキに住所､氏名､電話

番号､学校､学年､保護者名､希望日を明

記し、〒270-1166我孫子1684教育委員

会社会教育課冠7185-1151へ

夏休み期間中は平日も営業 こ､ども竹炭作り体験教室

竹炭ってどうやって作るの
竹炭を自分の手震作ってみませんか｡竹日時･内容’
の切り出しから､窯入れ､窯出しまで､ふ（日）竹の切出し

れあいキャンプ場で竹づくしの宿泊キヤン2回目9月7｛

ブを兼ねて行います｡なお､子どもだけの窯入れ、14日(：

参伽の場合は､保護者の同意が必要です。集合場所｡時間

主
…
主
催
・
共
催

－ミニSLoレンタサイクル曇
あゆみの郷公社では、お子さんの夏休み

にあわせて､7月20日(祝)から9月旧旧）

まで､ミニSLとﾚﾝﾀｻｲｸﾙを営業し

ます。

営業日7月20日(祝)から9月旧(日)まで

の月曜日を除く毎日。以降の土･B･祝日

(雨天･荒天の場合は休業）

営業時間ミニSLは、午前9時30分から

午綴5時。レンタサイクルは､午前9時か

ら午後5時（負し出しは終了時間の1時間
前まで）

場所手賀沼公園

料金ミニSL…2周200円レンタサイ

クル…大人300円、小学生以下は100円

圃（財)あゆみの郷公社窓7183-1130

(月土B曜日、祝日を除く)、商工観光

課・内505

由

’うれし～い私たちにもできた

講座名

パソコン入門

WORD2002

E)(CEL2002

ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ

文書管理

単元

3単元

5単元

5単元

4単元

2単元

受講料

3,500円

8,000円

8,000円

5,500円

2,500円

対象

初心者の方

文字入力、

勝のでき訪
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日
・
所
８
月
８
日
（
木
）
・
９
日

（
金
）
い
ず
れ
も
９
時
知
分
～
妬
時
、

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
参
加
無
料
）

内
数
あ
そ
び
教
室
ほ
か

対
小
学
校
４
～
６
年
生
の
親
子
、

各
加
組
和
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保

護
者
名
を
明
記
し
、
７
月
奉
日
（
必

蓋
ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
８
８
２

柏
の
葉
５
の
４
の
６
束
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
壷
７
１
３
３
１
０
１
３
９

日
７
月
型
日
（
水
活
時
和
分
、
手

賀
沼
の
小
池
手
賀
沼
乗
船
所
集
合
、

四
時
解
散
予
定
（
荒
天
中
止
）

内
手
賀
沼
船
上
で
、
楽
し
い
歌
、

懐
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で
唄
い
ま
す
。

定
先
着
死
人

費
３
０
０
０
円

申
電
話
で
、
７
月
”
日
ま
で
に
あ

び
こ
お
か
み
さ
ん
会
・
寺
尾
壷
７
１

８
２
１
８
７
６
６

夏東手
蜜
沼
船
上
う
た
ご
え
交
流
会

く
ま
た
ば
ら
み
ず
き

隈
田
原
瑞
季
ち
ゃ
ん

我
孫
子
ビ
ｉ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
定
例
教
育
委
員
会

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
曰
７
月
お
旦
木
逼
時
如
分

運
転
技
術
を
、
外
出
困
難
な
人
た
所
水
道
局
４
階
会
議
室

（
若
松
。
１
歳
３
カ
月
）

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

休
み
科
学
教
室

'’

や
か
ち
や
ん

ち
の
た
め
に
僅
些
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

説
明
会
の
日
・
所
７
月
酔
日
（
水
）

超
時
弛
分
～
晒
時
犯
分
、
市
民
会
館

対
運
転
経
験
３
年
以
上
の
方

申
電
話
で
我
孫
子
ビ
ー
ク
ル
サ
ー

ビ
ス
・
森
登
０
９
０
１
７
８
０
１
１

１
５
５
５

対
週
１
回
程
度
活
動
に
参
加
で
き
、

自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

環
境
が
あ
る
方
、
５
人

申
ハ
ガ
キ
に
パ
ソ
コ
ン
教
育
寺
窪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
明
記
し
、
７
月
幻
日
ま
で
に

〒
２
７
０
１
１
１
４
３
天
王
台
３
の

弱
の
“
細
田
純
江
云
７
１
６
９
１
５

２
７
９

平
成
酔
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会

は
、
７
月
型
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま

す
。問
議
会
事
務
局
・
内
線
２
４
２

パ
ソ
コ
ン
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
し
ら
せ

い
い
づ
か

飯
塚
ヒ
カ
ル
ち
ゃ
ん

（
日
秀
・
１
歳
２
カ
月
）

臨
時

丁
議

《
云

問
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

介
護
保
険
市
民
会
議
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
介
護
保
険
事
業
の

計
画
や
施
策
に
反
映
き
せ
る
た
め
に

設
置
き
れ
、
公
募
の
市
民
委
員
を
は

じ
め
、
学
識
経
験
者
、
保
健
医
療
関

係
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
４
回
の
会
議
を
行
い
、

今
回
５
回
目
の
会
議
を
一
般
に
公
開

し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
。
所
７
月
奉
日
（
木
面
時
～
嘔

時
、
市
民
会
館

内
介
護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
中
間
報
告
な
ど

定
先
着
釦
人

間
介
護
支
援
課
・
内
線
３
８
２

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
を
発

行
す
る
自
動
発
行
機
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
準
備
の
た
め
、
７
月
四
日
（
月
）
か

ら
８
月
４
日
（
旦
ま
で
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

停
止
期
間
中
は
、
市
役
所
市
民
課
、

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

問
市
民
課
・
内
線
３
５
８

忘れずに納めましょう 住
民
票
等
の
自
動
発
行
機
停
止

介
護
保
険
市
民
会
議
を
公
開

１
１
１

※納付を口座振替にすると､納め忘れ
もなく便利です｡ぜひご利用ください。

別
に
お
答
え
し
ま
す
。
（
費
用
無
料
）

日
・
所
７
月
喝
日
（
木
遍
時
犯
分

～
喧
時
輻
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
瞳

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
費
無
料

申
電
話
で
介
護
支
援
課
垂
７
１
８

６
１
１
４
１
１

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日
・
所
７
月
軍
日
（
木
）
喝
時
如
分

～
喧
時
弛
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
・
内
線
３
９
６

国
民
健
康
保
険

出
産
費
資
金
を
貸
し
付
け

対
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
出
産
予
定
の
方
が
い
る
世
帯
の
世

帯
主
で
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

が
見
込
ま
れ
、
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
出
産
予
定
日
ま
で
、
１
カ
月
以
内

で
あ
る
こ
と
②
妊
娠
４
カ
月
以
上

で
、
出
産
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

医
療
機
関
等
か
ら
請
求
を
受
け
る
か
、

そ
の
費
用
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

間
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
５

敬
老
祝
金
を
贈
呈

長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
９
月
に
市

か
ら
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
９
月
１
日
現
在
で
市
内
に
引
き

続
き
５
カ
月
以
上
居
住
し
、
次
に
該

当
す
る
方

◎
万
歳
の
方
（
大
正
喝
年
９
月
２
日

か
ら
大
正
卿
年
９
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
…
１
万
円

》
蕊
岬

脚棚
テ
声
花
方
方
Ⅲ

１
１

テレホンガイト
声の便利帳

ファクスガイド
ファクス1藩賑

◎
詔
歳
の
方
（
大
正
２
年
９
月
２
日

か
ら
大
正
３
年
９
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
…
２
万
円

◎
卵
歳
の
方
（
明
治
お
年
９
月
２
日

か
ら
明
治
王
年
９
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
…
３
万
円

◎
１
０
０
歳
以
上
の
方
（
明
治
五
年

９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
・
・
・

５
万
円

贈
呈
方
法
口
座
振
込

※
対
象
の
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し

ま
し
た
の
で
、
記
入
の
う
え
７
月
訓

日
（
必
着
）
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
き

い
。
ま
た
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
３

日
７
月
お
日
（
木
）
喝
時
知
分
～
唖

寺日所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
懇
談
会

対
リ
ウ
マ
チ
患
者
と
そ
の
家
族

費
２
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
と
連

絡
費
里

間
木
田
壷
７
１
８
７
１
６
２
２
３

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
を
農
業
以
外
に
利
用
す
る

（
農
地
転
用
）
場
合
は
、
着
工
前
に

許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
な
く
農
地
を
建
設
残
土
な
ど

で
埋
め
立
て
た
り
、
建
物
を
建
て
た

り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
９
月
は
、
農
地
違
反
転

用
防
止
対
策
強
化
月
間
で
す
。
監
視

強
化
活
動
と
し
て
、
県
・
市
共
同
で
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

※
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
必
ず

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
・
内
線
３
６
２

青
少
年
の
悩
み
ご
と
合
同
相
談

青
少
年
や
家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
、
教
育
、
警
察
、
児
童
相

談
な
ど
の
各
相
談
機
関
が
合
同
で
相

リ
ウ
マ
チ
の
会

井
戸
端
会
議

,｡‘.■

談
に
応
じ
ま
す
。

日
７
月
口
旦
水
而
時
～
唾
時

※
毎
週
第
３
水
曜
日
に
実
施

所
県
青
少
年
女
性
会
館
（
千
葉
市
）

内
青
少
年
に
関
す
る
悩
み
ご
と
全

般
（
主
に
学
齢
期
以
上
）

費
用
無
料

相
談
方
法
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
た

だ
し
、
面
接
に
よ
る
相
談
は
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
）

連
絡
先
・
問
県
庁
県
民
生
活
課
垂

０
４
３
１
２
２
３
１
２
３
３
０
四
０

４
３
１
２
５
１
１
０
８
４
９

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、

管
理
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
聖
日
（
土
）
喝
時
知
分
～

所
松
戸
市
民
劇
場

定
先
着
２
０
０
人
（
費
用
無
料
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
８
月
１
日

か
ら
８
月
妬
日
ま
で
に
住
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
霊
０
４
３
１
２
２
３
１
３

２
６
５
四
０
４
３
１
２
２
１
１
６
４

０
１
訂
正
広
報
あ
び
こ
７
月
１
日
号
４

面
の
情
報
ひ
ろ
ぱ
の
今
月
の
相
談
で
、

育
児
相
談
の
場
所
が
「
保
健
セ
ン
タ

ー
」
と
あ
る
の
を
「
ア
ビ
ス
タ
」
に

訂
正
し
ま
す
。

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
躍
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
７
月
”
旦
土
）
８
時
釦
分
湖
北

駅
南
口
集
合
（
雨
天
実
施
）

コ
ー
ス
第
二
小
学
校
↓
市
民
会
館

↓
つ
く
し
野
公
園
（
２
時
犯
分
柏
コ

ー
ス
へ
引
き
継
ぎ
）

※
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す

問
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

実
行
委
員
会
・
加
藤
壷
７
１
８
９
１

１
７
８
１

－

■
日
０
■
ｑ
ｌ
Ｏ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
Ｊ
Ｉ
ｇ
９
０

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

国
民
平
和
大
行
進

｜

卜

’

注匠意ョ;魑歸辮撤伽。
点検などと偽る強引な商法に訪問販売での契約は､契約日から8日以内ならば、
ひとり暮らしの高齢者などの自宅を訪問し、市役クーリングオフにより無条件で解約ができます。返

所から来たと思わせるセールストークで､排水管の品や剛り外しの費用も､支払う必要はありません。

掃除をし、その場で代金を集金したり、同じ業者がクーリングオフは、必ず書面で行い、配達記録郵

床下を点検し、白アリ駆除消毒や床下乾燥剤散布、便で送るようにしてください。

床下換気扇や耐震用補強金具取り付け工事を行った断りきれずにやむを得ず契約したときは、すぐご

り、次々 と高額な契約をさせられる悪質な手□が増相談ください。

えています。※上記の事例も、クーリングオフにより3万円は返金

◎謡列され、耐震工事についても契約を解除することがで

「ひとり暮らしの烈歳の父親のところに突然訪間きました。
した男が､排水管の蓋をあけ､排水管の掃除をした※市では､個人の下水点検などは行っておりません。

と蹴鮒抓伽州Ⅷ棚’固'職舳州崎Ⅷ，剛柳｜支払った｡次の日、同じ男が耐震用の補助金具を剛時から正午､午後1時から3時）

、

|あ罐蒻藍発議皇らo皇
日時7月27日(土)午後4

時から8時

場所NEC我孫子事業

所内ラグビーグラウンド

(雨天順延）

内容①高校生親善試合

②NECラグビー部員に
よる迫力あるデモンストレ

ム．クイズ④NECラグビー部員によるショータイム、チャ
リティーオークション､抽選会ほか

参加費無料

mNECネットワークス人事部ラグビーフェスタ事務局a
7185-7055(当日|"7185-7111)

「

’ ’
ノ

’

項 目

固定龍税,都補間獺潮

納期限
(口座儲日）

水）

介護保険料第2

水道料金

］ 31(水）

25(木）

陶 第2期 31(水）
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我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の
２

市
１
町
合
同
で
、
手
賀
沼
花
火
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

蔀一つ＝－ｰ

そ
の
場
所
を
通
る
と
、

気
持
ち
が
落
ち
つ
い
た

り
、
ほ
っ
と
し
た
り
す

る
、
す
て
き
な
と
こ
ろ

を
數
え
て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
市
内
で
す
て

き
だ
な
と
思
う
家
や
ま

ち
な
み
、
風
景
②
す
て
き
な
場
所

を
守
り
、
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち

表
彰
景
観
愛
・
景
観
奨
励
賞
の
選

考
結
果
は
皿
月
に
発
表
予
定

応
募
方
法
・
画
応
募
用
紙
（
都
市

計
画
課
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
内
線
５
７
８
へ

夏の夜空を彩る花火約1万6000発

麺
一一一~~一~一|ﾛ■『．~~-－一一

ー －

手賀沼花突大会丞殉、

、69

再
I 」

配
＆
．
、
脳

蘇

罫懸
室
一
『
ゞ

「
』

庁 一一一一一一一一＝

景
観
賞
を
募
集

B月3日（土)午後7時～S崎3⑥翁

※雨天時は4日（臼)、11圖（圖)に順漁延期

▼手賀沼花火大会会場・交通規制図筆
、
、
、 日

時
８
月
３
旦
土
）
午
後
７
時
か

ら
８
時
釦
分
（
雨
天
・
荒
天
の
場
合

は
、
８
月
４
日
、
ｕ
日
に
順
次
延
期
）

添
付
し
、
９
月
面
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
荏

所
省
略
可
）
市
役
所
都
市
計
画
課
．

ア
ビ
ス
タ
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
用
意

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
写
真
を

国道6局 取手一二三陸

蕊，､ド
1 亘

滞
隆
瞳
Ｉ
ｒ
岬
俸
嘩
匿
俸
聴

、

り 一 …

■

▲第5回景観賞

天神坂(緑1丁目）

一

’萄
麺

一
日
本
水
彩
画
の
第
一
人
者
、
故
岡

一
田
正
二
さ
ん
（
生
前
は
栄
に
在
住
）

の
寄
贈
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

氏
の
意
思
を
受
け
、
一
昨
年
に
遺

族
か
ら
市
に
寄
贈
き
れ
た
約
８
０
０

点
の
中
か
ら
、
「
緑
の
海
辺
」
写
墓

を
は
じ
め
約
犯
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
場
・
交
通
規
制

会
場
周
辺
で
午
後
６
時
か
ら
９
時
、

八
坂
神
社
か
ら
会
場
ま
で
は
６
時
か

ら
９
時
犯
分
ま
で
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
（
上
図
参
題
。

※
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪
東
バ
ス
は
、

午
後
４
時
如
分
以
降
第
一
小
学
校
経

由
に
な
り
ま
す
。

固
手
賀
沼
花
火
圭
公
云
実
行
委
員
会

壷
７
１
８
２
１
３
１
３
１
、
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
・
内
線
５
０
４

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
８

時
か
ら
垂
０
１
８
０
１
９
９
４
１
８

７
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ビ
ス
タ
は
午
後
か
ら

全
館
閉
鎖
し
ま
す

花
火
幸
公
云
当
日
、
ア
ビ
ス
タ
内
の

市
民
図
書
館
と
我
孫
子
地
区
公
民
館

は
午
後
０
時
釦
分
か
ら
臨
時
休
館
し
、

ア
ビ
ス
タ
全
館
（
駐
車
場
を
含
む
）

は
入
館
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
花
火
大
会
が
延
期
の
場
合
は
、
通

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

※
延
期
き
れ
た
場
合
の
４
日
（
日
）
、

皿
旦
旦
も
同
様
と
し
ま
す
。

画
ア
ビ
ス
タ
壷
７
１
８
２
１
０
６

２
２

日
時
７
月
幻
旦
土
）
か
ら
諏
臼
５
１
１
１
５
１

騒画岡田正二

寄贈絵画展

7月27日(±)～3旧(水）

み
ん
な
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
清
騨
鮭
諦
唾
珊
蕊
艤
蕊
の
窯
タ
オ
ル
等
（
作
業
し

一
日
時
・
場
所
８
月
４
旦
旦
午
前
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
き
巴

－
８
時
銅
分
湖
北
台
、
丁
目
自
治
会
館
申
し
込
み
・
画
電
話
で
手
賀
沼
課
・

集
合
、
ｎ
時
解
散
予
定
（
小
雨
実
内
線
４
６
４
へ

一
施
・
荒
天
中
止
）
※
開
催
の
可
否
は
、
当
日
午
前
８
時

一
内
容
○
学
習
会
「
地
域
の
植
物
」
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
垂
７
１
８

え
ん
め
い

講
師
…
延
命
信
行
ざ
ん
（
湖
北
台
中
５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８
５

－
学
校
教
誼
○
岡
発
戸
と
都
部
の
０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
榊
祁
“
１

到
州
峰
牲
」
峰
刎
吻
合
口
今
春
三

方
」
パ
“
乱
割
Ｏ
佳
不
（
の

一
哩
夕
↑
晨
肋
物
な
か
眉
で

一
谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
の
学
習
会
・
清
掃

（
水
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

く
ら

場
所
相
島
工
房
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
相
島
新
邑
〈
駐
車
場
約
釦
台
あ
り
〉

入
場
料
無
料

固
教
育
委
員
会
文
化
課
容
７
１
８

手賀沼ビオトープ
自然観察会の参加者を募集

手賀沼ピオトープは、水生植物のもつ浄化能力を利

用して手賀沼の水をきれいにし、いろいろな生物が住

める環境づくりをめざし3年が経過。

す水辺にはどんな植物が生えているのか､どんな動物が
棲んでいるのか､いっしょに観察してみませんか。

日時‘場所8月1旧(日)午前9時､五本松公園集合、

11時解散予定(小雨実施"荒天中止）

※観察場所まで係員が引率

対象｡定員市内小･中学生､先着30人(親子での参

力0もできます）

持参ゴム製のｻﾝダﾙ

参加費無料

申し込み．圃電話で手賀沼課･内線467

利
根
川
河
川
敷
で
、
我
孫
子

市
と
柏
市
の
共
催
に
よ
る
水
防

演
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
消
防
団
員
・
消
防

職
員
、
防
災
関
係
者
な
ど
約
５

０
０
人
が
参
加
。
土
の
う
作
り

や
、
青
竹
を
使
っ
て
亀
裂
の
拡

大
を
防
ぐ
「
折
り
返
し
工
法
」
、

堤
防
の
漏
水
を
防
ぐ
「
月
の
輪

工
法
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
。
場
所
７
月
”
日
（
祝
）

午
前
９
時
か
ら
皿
時
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
北
側
の
利
根
川
河

川
敷
（
雨
天
実
施
）

圖
治
水
課
・
内
線
５
５
７

産
む
画
■
厚
一
■
凪
』

９
－
■
▼
屍
肥
，
下

文芸だより
俳句あびこ 短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです｡締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室鍵 山本寛太選 竹内日撰

み
じ
か
よ
く
り
や

短
夜
の
夢
の
つ
ぎ
き
を
厨
ま
で

し
た
や
み
と
う

下
闇
の
磑
登
り
切
り
羽
黒
山

な
ま
ず
ひ
げ

梅
雨
鯰
濁
に
か
く
れ
髭
見
ゆ
る

こ
い

生
き
の
い
い
鯉
放
ざ
る
る
青
田
か
な

よ
し
き
り

葦
切
の
声
残
り
を
り
沼
暮
色

赤
ん
坊
の
泣
き
声
高
し
青
す
だ
れ

振
り
出
し
に
戻
る
話
や
梅
雨
じ
め
り

な
す
茄
子
実
り
菜
園
ら
し
く
な
り
に
け
り

障
害
を
持
つ
子
も
親
も
共
々
に
打
鳴
ら
す
和
太
鼓
会
場

と
よ
も
す
小
林
直
江

あ
わ
が
ん

満
開
の
桜
見
い
ま
蚤
散
り
逝
き
し
義
妹
は
憐
れ
肺
癌
な

り
き

須
田
博

魚
屋
少
憩
垂
が
明
る
さ
に
つ
ひ
皿
盛
り
の
新
わ
か
め
も

買
ふ
津
村
阿
里

よ
み
が
え

母
ふ
た
り
の
過
去
甦
ら
す
貼
絵
展
介
護
の
写
真
も
会
話

も
添
へ
て

鈴
木
藤
枝

青
葦
原
風
に
騒
ぎ
て
涯
っ
て
り
葦
切
一
つ
聯
き
て
止
ま

ず
も

三
谷
和
夫

か
に
お

久
に
嗅
ぎ
し
山
の
匂
ひ
に
誘
は
れ
て
あ
へ
ぎ
て
登
る
あ

ぢ
さ
ゐ
小
径
小
林
光
江

た

夏
閑
け
し
楚
人
冠
の
丘
の
』
に
あ
ら
草
の
中
ね
ぢ
花
の

咲
く

東
海
林
壽
和

か
ら
く
に
ち
は
ん

唐
国
の
西
湖
の
堤
を
模
せ
し
と
ふ
離
宮
の
池
畔
に
は
ま

ゆ
ふ
の
咲
く

青
木
正
子

五
月
下
旬
に
手
賀
沼
公
園
近
く
の

遊
歩
道
を
通
る
と
、
セ
ン
ダ
ン
が
花

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
花
に
は
細
い

五
枚
の
花
弁
や
筒
型
に
合
着
し
た
雄

し
べ
が
あ
る
の
で
目
を
引
き
ま
す
。

秋
に
な
る
と
、
果
実
が
熟
し
、
黄

色
に
色
づ
き
ま
す
。

セ
ン
ダ
ン
の
実
は
ア
カ
ギ
レ
や
シ

モ
ヤ
ケ
の
薬
と
な
り
、
樹
皮
は
虫
下

１
１

』

』
Ｆ
‐
ｐ センダン

渋
谷
多
佳
子

鈴
木
節
江

町
田
み
ど
り

下
田
繁
樹

川
上
進
也

下
田
文
子

青
山
陽
子

海
老
原
千
代
子

(せんだん科）

し
の
薬
に
な
り
ま
す
。
材
は
建
築
材

と
し
て
、
ま
た
家
具
や
木
魚
な
ど
の

製
作
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
お
う
ち

セ
ン
ダ
ン
は
、
古
文
に
棟
と
し
て

せ
い
し
よ
う
な
ご
ん

登
場
し
ま
す
。
清
少
納
言
の
書
い
た

ま
く
ら
の
一
考
ウ
し

『
枕
草
子
』
に
は
「
木
の
さ
ま
に
く

げ
な
れ
ど
、
棟
の
花
い
と
お
か
し
」

と
あ
り
ま
す
。
『
平
家
物
語
」
で
は

雲
湧
墓
で
識
ら
れ
熱
慧

も
り
き
よ
む
ね

盛
・
清
宗
父
子
の
首
が
は
ね
ら
れ
、

義
の
一
柔
漂
窪
の
歪
辮

ら
れ
た
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
諺
に

よ
く
職
騨
舞
よ
鐘
ど
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
東
南
ア
ジ

び
や
ど
鳧
《
ん

ア
原
産
の
「
白
檀
」
の
こ
と
で
、
こ

の
木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
白
檀
」

は
香
り
が
高
く
、
古
く
か
ら
香
木
と

し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

■

不
用
品
情
報
一

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
衣
類
乾
燥
機
…

斑
摘
容
７
１
８
１
１
５
１
０

０
＊
電
子
オ
ル
ガ
ン
・
・
・
小

森
念
７
１
８
７
１
５
５
６
７

＊
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
…
古
宮

壷
７
１
８
２
１
４
３
７
８

有
料
で
＊
製
図
板
．
・
・
竹
田

電
７
１
８
２
１
２
０
４
５

＊
ハ
ム
ス
タ
ー
の
ゲ
ー
ジ

（
犬
・
小
）
：
・
稲
毛
垂
７
１

８
７
１
３
７
２
３

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

、
子

無
料
で
＊
臼
と
杵
…
若
松

壷
７
１
８
８
１
７
６
９
０

＊
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
．
：

池
田
登
７
１
８
４
１
７
１

７
８
圃
ふ
れ
あ
い
工
房
套
７
１

８
６
１
，
５
５
０
０

P

人口と世帯数(7月1日現在）も人口129,362人外国人843人心世帯数48,592世帯厩“この広報紙は100%再生紙。大豆インクを使用しています


